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2014年9月13日、城山公園体育館から。

岩手県大槌町の大気海洋研究所附属国際沿岸海洋研究センターのすぐ目の前に、蓬
ほ う ら い

莱島という小さな島があります。
井上ひさしの人形劇「ひょっこりひょうたん島」のモデルともされるこの島は、「ひょうたん島」の愛称で大槌町の人 に々親しまれてきました。
ひょうたん島から大槌町の復興、そして地域とともに復旧に向けて歩む沿岸センターの様子をお届けします。

震災後4年間を振り返って ～復興のためにこれから何ができるのか～

大槌発!

　もうすぐ東日本大震災から4年が経ち
ます。震災後定期的に大槌に通ってみて
私の受けた印象や考えた事などを含めな
がら、これまでの復興の様子を振り返り
つつ、今後どのようになってゆくのかを
考えてみたいと思います。
　震災後に初めて大槌に行ったのは
2011年4月でした。まだ町じゅうが瓦礫
だらけの混乱状態で、私が知っていた大
槌は見る影もなく、本当に衝撃的でした。
その後一年くらいの間は、瓦礫が急ピッ
チで撤去されていき、町の復興が近づい
ているような気がしていました。しかし、
2012年を過ぎた頃から瓦礫の撤去が一
段落すると、町の変化は停滞するように
なりました。町の復興の方針がなかなか
決まらないため工事などが進められなか
ったのです。空き地に積み上げられた行
き場の決まらない瓦礫の山を見る度に気
分が沈みました。「町だった場所」は、
コンクリートの土台と雑草が生えた空き
地ばかりになり、その景色が長い間続き
ました。震災以前は建物で海は見えませ
んでしたので、津波が街中まで到達する
など考えた事もありませんでした。しか
し震災後、防潮堤や海が街中から見える

ようになり、海から
これほど近かったの
だという事に初めて
気づかされました。
もし私が住んでいた
ら果たして避難して
いただろうか？と考
えると今でもぞっと
します。2013年も
町の変化はとても小
さく、いつになった
ら復興するのかとも
どかしく思っていましたが、2014年頃に
なると工事や盛り土が本格的に行われる
ようになり、徐々に町の様子に変化が見
られるようになりました。工事はどんど
ん活発になってきており、今では行く度
に町の景色が変化していっています。盛
り土が安定するまで1年以上かかるそう
なので、建物が建ち新しい町になるまで
もうしばらくかかりそうですが、復興に
向けてやっと歩み始めたと感じています。
　復興に向けて動き出したといえども、
被災地の生活はまだまだ震災以前の水準
には戻っていないという印象です。被災
地のために私たちができる事はまだまだ

第24回

たくさんあります。震災直後、被災地の
ために何ができるのだろうと本当に悩み
ました。ボランティアや寄付など、私が
していた事が大災害の被災地に役に立っ
ていると全く実感できなかったのです。
ただ、時間が経ち気持ちが整理されるに
つれて、私にできる範囲でやれば良いの
だと考えるようになりました。今では大
槌の海を研究し発信する事が、私が復興
のために一番すべき事だと考え研究をし
ています。被災地に足を運び、被災地の
現状を共有するだけでも被災地のために
なるはずです。是非みなさんも被災地を
訪ねてみてください。

国際沿岸海洋研究センター事務職員の「ぴーちゃん」です。6年前、岩手大学か
ら出向で沿岸センターに着任し、大槌町で3年程過ごすも、震災によりふたたび
岩大に異動。2年の時を経て2013年4月から戻ってきました。スピー○ラーニングが欲しい！？

　沿岸センターを訪れる全国からの共同
利用研究者、いやそれどころか、大槌を
拠点としているセンターの教員からも聞
こえてくる、ある言葉がある。
「東北弁を学べる『スピードラー○ング
（大槌版）』があれば…」
前回のひょうたん島通信で某教授が、
「大槌湾という宝箱の蓋に手が掛かった
ように感じている」とおっしゃっていた。
大槌湾の恵まれた環境や海洋資源、そし
て何より船舶職員の方々が長年培ってき

た地元漁師さんとの良好な関係は、研究
者にとって正に宝だと思います。研究者
の皆さんは地元漁師さんから、様々な経
験に裏付けされた豊富な知識を教えて貰
っています。これも研究には貴重な宝
「金言」。大槌湾という宝箱にはお宝満載
です。
だがしかし、大槌に就任間もない先生方
は、金の言葉を100％理解できていない
ご様子です。宝箱の蓋に手が掛かっては
いるが開ける“鍵”を持っていない…。

ぴ ち ゃ 日 記んー

鍵は言葉の習得。聞き流すだけで東北弁
を理解できる「ス○ードラーニング（大
槌版）があれば…。漁師さんたちと色々
おしゃべりできるようになりた～い！」
なるほど。それは大槌町に腰を据えて研
究や生活をしていただくしかあるまい。
そのためにも新研究棟建設に力を入れね
ば！と思う反面、教材を自作すれば売り
付けられる、これは金になるお宝だ（笑）
とも思った、ある日の午後でした。




